
r源
氏
物
語
絵
巻
」
の
現
状
模
写
に
お
け
る
研
究
1
「
御
法
」
第
一
～
第
三
紙
詞
書
1

江
　
彦
穎

目
次

序
論

　
第
一
節
　
研
究
目
的

　
第
二
節
　
研
究
方
法

　
第
三
節
　
先
行
研
究

本
論

第
一
章
　
益
田
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
つ
い
て

　
第
一
節
　
益
田
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
概
要

　
第
二
節
　
益
田
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
流
転

第
二
章
二
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
模
写
に
つ
い
て

　
第
一
節
　
復
元
模
写
に
つ
い
て

　
第
二
節
　
新
潟
大
学
美
術
科
准
教
授
永
吉
秀
司
氏
の
報
告
書
に
お
け
る
疑
問

第
三
章
二
御
法
」
詞
書
の
第
一
～
三
紙
の
現
状
模
写
報
告

　
第
一
節
二
御
法
」
詞
書
の
第
一
～
第
三
紙
の
現
状
模
写
研
究

　
第
二
節
二
御
法
」
詞
書
第
一
～
第
三
紙
の
現
状
模
写
記
録

　
第
三
節
　
新
た
な
課
題

結
論

参
考
文
献

序
論

　
絵
巻
物
は

巻
物
の
一
つ
で
、
主
に
横
長
の
紙
を
繋
い
で
横
長
の
物
語
や
絵
画
な
ど
を
連
続
し

て

描
い
た
物
で
あ
る
。
最
初
の
絵
巻
物
は
奈
良
時
代
の
「
過
去
現
在
絵
因
果
経
」
と
言
わ
れ
て

い

る
。
今
の
絵
画
と
詞
書
が
交
互
に
現
れ
る
形
と
違
っ
て
、
「
過
去
現
在
絵
因
果
経
」
は
上
段

に

絵
画
、
下
段
に
経
文
の
形
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
な
る
と
、
王
朝
文
学
、
か
な
、
大
和
絵
と

料
紙
の

発
展

と
共
に
絵
巻
の
制
作
も
最
高
潮
に
な
っ
た
。
本
論
文
は
資
料
を
集
め
、
模
写
制
作

の

過
程
を
報
告
に
纏
め
て
、
書
道
な
り
の
書
跡
文
化
財
の
模
写
、
修
復
を
改
め
て
考
え
る
。

　
第
一
節
‥
研
究
目
的

　
『
源
氏
物
語
絵
巻
』
は
『
源
氏
物
語
』
を
題
材
に
し
た
絵
巻
で
あ
る
。
現
存
の
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
る
作
品
は
か
つ
て
「
隆
能
源
氏
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
平
安
時
代
末
期
の
物
で
あ
る
。

ま
ず
、
題
材
と
な
る
『
源
氏
物
語
』
は
平
安
時
代
中
期
に
成
立
し
た
日
本
の
誇
る
長
編
物
語
で

あ
る
。
料
紙
の
歴
史
は
奈
良
時
代
に
遡
れ
る
が
、
当
時
は
簡
単
な
染
紙
と
金
銀
箔
を
撒
い
た
紙

し
か
な
か
っ
た
。
平
安
時
代
か
ら
下
絵
、
雲
母
摺
り
、
ろ
う
箋
、
漉
き
模
様
な
ど
の
装
飾
料
紙

が
現
れ

た
。
下
絵
の
文
様
の
意
味
を
調
べ
、
「
御
法
」
の
大
意
を
理
解
し
た
上
で
、
下
絵
の
文

様
と
文
章
内
容
の
関
係
を
分
析
す
る
。
美
術
の
手
法
で
現
状
模
写
を
行
っ
た
過
程
を
記
録
し
た

論
文
を
読
み
、
利
点
と
欠
点
を
指
摘
し
、
今
回
の
現
状
模
写
作
業
の
参
考
資
料
と
す
る
。
今
回

の
制
作
は
保
存
用
の
資
料
と
し
て
制
作
す
る
た
め
、
時
代
背
景
と
保
存
性
に
配
慮
し
な
が
ら
、

材
料
を
選
び
、
制
作
す
る
。
制
作
最
後
の
過
程
の
表
装
仕
立
て
を
機
会
と
し
て
、
源
氏
絵
巻
の

保
存
形
態
を
改
め
て
考
え
る
。
制
作
当
時
の
巻
子
装
に
戻
す
か
、
新
た
な
額
装
に
す
る
か
、
文

化
財
の
役
割
を
考
え
な
が
ら
、
表
装
の
形
式
を
考
え
る
。
本
論
文
は
以
上
の
研
究
と
作
業
を
通

一 63一



し
、
王
朝
美
を
理
解
し
、
書
道
な
り
の
現
状
模
写
の
可
能
性
、
必
要
性
、
各
表
装
形
式
の
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
論
じ
て
行
く
。

　
第
二
節
‥
研
究
方
法

　
ま
ず
は
文
献
資
料
を
読
み
、
益
田
本
F
源
氏
物
語
絵
絵
巻
」
の
概
要
と
流
転
を
そ
の
後
の
研

究
の

た
め
に
、
参
考
資
料
と
し
て
文
章
に
ま
と
め
る
。
次
は
源
氏
絵
巻
の
復
元
模
写
と
現
状
模

写
の
報
告
書
、
文
献
資
料
を
読
み
、
桜
井
清
香
氏
に
よ
る
復
元
模
写
と
「
よ
み
が
え
る
源
氏
物

語
絵
巻
全
巻
復
元
に
挑
む
」
と
新
潟
大
学
美
術
科
准
教
授
永
吉
秀
司
氏
の
報
告
書
を
読
み
、
そ

の

中
か
ら
、
自
分
が
注
目
す
る
美
術
的
な
現
状
模
写
の
過
程
と
手
法
を
ま
と
め
る
。
前
の
二
章

の
結
論
を
踏
ま
え
て
、
現
状
模
写
を
行
い
な
が
ら
、
書
道
の
現
状
模
写
に
適
合
す
る
方
法
と
今

回
の
作
業
中
に
未
解
決
の
部
分
を
ま
と
め
る
。
そ
し
て
最
後
、
源
氏
絵
巻
の
保
存
の
た
め
に
適

合
す
る
表
装
形
式
を
考
え
、
自
分
が
思
う
一
番
い
い
表
装
形
式
を
出
す
。

　
z
a
l
l
l
v
a
　
：
先
行
研
究

　
自
分
の
研
究
に
入
る
前
に
、
益
田
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
概
要
と
流
転
の
資
料
と
、
現
状

模
写
を
行
う
前
の
文
献
資
料
と
手
法
の
参
考
資
料
と
し
て
、
以
下
の
三
冊
を
特
に
先
行
研
究
に

し
た
o

　
1
：
r
五
島
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
夕
霧
詞
書
第
一
紙
第
二
紙
」
現
状
模
写
ー
美
術
の
制
作

　
手
法
に
お
け
る
一
考
査
1
」
　
『
新
潟
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
　
第
四
巻
　
第
二
号

　
1
！
0
＝
年

　
ニ
ニ
よ
み
が
え
る
源
氏
物
語
絵
巻
　
全
巻
復
元
に
挑
む
』
　
日
本
放
送
出
版
協
会
　
N
H
K

　
名
古
屋
「
よ
み
が
え
る
源
氏
物
語
絵
巻
」
取
材
　
班

　
三

二
田
中
親
美
　
平
安
朝
美
の
、
蘇
生
に
捧
げ
た
百
年
の
生
涯
』
　
名
宝
刊
行
会
　
編
　
展

　
転
社
　
一
九
八
五
年

　
本
論

第
一
章
”
益
田
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
つ
い
て

　
本
章
は
益
田
本
F
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
概
要
と
流
転
を
ま
と
め
る
。
第
一
節
に
益
田
本
源
氏

絵
巻

「鈴
虫
一
」
、
「
鈴
虫
二
」
、
F
夕
霧
」
、
F
御
法
」
の
四
面
の
詞
書
の
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め

る
。
第
二
節
は
明
治
時
代
初
期
阿
波
蜂
須
賀
家
の
伝
来
品
か
ら
戦
後
五
島
慶
太
氏
の
収
蔵
品
に

な
る
経
過
を
ま
と
め
る
。

　
第
一
節
‥
益
田
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
概
要

　
益

田
本
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
と
は
五
島
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
絵
四
面
、
詞
書
九
面
の
国
宝

に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
指
す
。
益
田
本
は
阿
波
蜂
須
賀
家
か
ら
伝
来
し
た

も
の
で
、
柏
木
氏
の
没
後
、
益
田
孝
氏
の
末
弟
英
作
氏
が
柏
木
氏
の
養
子
か
ら
買
い
取
っ
た
一

巻
の
源
氏
絵
巻
で
あ
る
。
こ
の
一
巻
に
『
源
氏
物
語
』
の
第
三
七
帖
鈴
虫
、
第
三
八
帖
夕
霧
、

第
三
九
条
御
法
の
三
帖
が
あ
る
。
そ
れ
は
光
源
氏
五
〇
歳
の
八
月
か
ら
五
一
歳
の
八
月
ま
で
約

一
年
間
で
発
生
し
た
こ
と
を
書
い
て
あ
る
。

　
第
二
節
‥
源
氏
物
語
絵
巻
の
流
転

　
F
源
氏
物
語
絵
巻
」
は
『
源
氏
物
語
』
を
題
材
に
し
た
絵
巻
で
あ
る
。
絵
の
作
者
は
藤
原
隆

能

と
伝
称
さ
れ
た
の
で
［
隆
能
源
氏
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
絵
巻
物
は
絵
画
と
そ
の
場
面
を
説
明

す

る
詞
書
が
交
互
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
今
ま
で
絵
が
素
晴
ら
し
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
o
詞
書
の
場
合
に
な
る
と
い
い
と
言
う
人
も
い
る
が
、
料
紙
に
つ
い
て
は
「
西
本
願
寺
本

三
十
六
人

家
集
」
と
「
平
家
納
経
」
な
ど
も
っ
と
豪
華
な
作
品
が
あ
り
、
か
な
作
品
に
も
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
優
れ
た
良
い
作
品
が
あ
る
の
で
、
詞
書
よ
り
絵
の
方
が
人
気
が
あ
る
。
現
存
す

る
詞
書
部
分
は
絵
の
部
分
よ
り
多
く
、
絵
の
な
い
詞
書
場
面
も
あ
る
。
現
存
状
況
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

　
名
古
屋
市
の
徳
川
美
術
館
に
は
絵
一
五
面
、
詞
書
二
八
面
が
あ
る
。
（
蓬
生
・
関
屋
・
絵

合
・
柏
木
・
横
笛
・
竹
河
・
橋
姫
・
早
蕨
・
宿
木
・
東
屋
）

　
五
島
美
術
館
に
は
絵
四
面
、
詞
書
九
面
が
あ
る
。
（
鈴
虫
・
夕
霧
・
御
法
）

　
東
京
国
立
博
物
館
に
は
若
葉
の
絵
と
詞
書
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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そ
の
他
書
芸
文
化
院
の
春
敬
記
念
書
道
文
庫
に
は
末
摘
花
・
松
風
・
常
夏
・
柏
木
の
詞
書
の

断
簡
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
そ

の
他
個
人
蔵

と
な
る
の
が
若
紫
・
薄
雲
・
少
女
・
蛍
・
柏
木
の
詞
書
で
あ
る
。

　
r
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
主
に
平
安
時
代
末
期

（1
二
世
紀
）
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
書
風
か
ら
分
か
る
。
現
存
す
る
徳
川
本
と
益
田
本
は
徳

川
家
と
阿
波
蜂
須
賀
家
か
ら
伝
来
し
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
制
作
さ
れ
た
平
安
時
代
末
期
か
ら

ど
こ
を
経
て
徳
川
家
と
阿
波
蜂
須
賀
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
の
か
、
資
料
が
な
い
た
め
、
遡
れ
な

い
o
現
存
す
る
徳
川
本
は
益
田
本
と
と
も
に
尾
張
徳
川
家
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

徳

川
家
が
蜂
須
賀
家
と
縁
組
み
の
時
に
一
巻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
が
付
い
て
行
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
旦
ハ
体
的
な
年
代
が
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
時
点
か
ら
益
田
本
の
1
巻
と
徳
川
本
の
三

巻
が
離
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
明
治
時
代
に
な
る
と
、
明
治
維
新
の
大
変
動
に
よ
っ
て
、
東
京
を
引
き
上
げ
る
蜂
須
賀
家
は

伝
来
し
て
き
た
源
氏
絵
巻
を
売
り
物
と
し
て
出
し
た
。
尚
古
家
の
蜷
川
式
胤
氏
が
七
円
で
買
い

取
っ
た
。
そ
し
て
、
柏
木
貨
一
郎
氏
が
熱
い
願
い
を
込
め
て
申
出
た
。
蜷
川
氏
が
柏
木
氏
の
熱

意
に
ほ
だ
さ
れ
、
柏
木
氏
に
譲
っ
た
o
源
氏
絵
巻
が
柏
木
氏
に
四
〇
円
の
高
価
で
買
わ
れ
た
こ

と
が
蜂
須
賀
家
の
人
の
耳
に
入
っ
た
。
間
違
っ
て
売
り
出
し
た
の
で
返
し
て
も
ら
い
た
い
と
柏

木
氏
に

申
出
た
。
し
か
し
、
柏
木
氏
が
返
す
気
が
全
く
な
く
、
百
円
な
ら
ば
、
蜂
須
賀
家
に
返

す
と
い
う
難
し
い
条
件
を
出
し
た
。
明
治
維
新
以
来
の
経
済
変
動
で
苦
し
か
っ
た
蜂
須
賀
家
は

百

円
が
出
せ
な
い
の
で
、
源
氏
絵
巻
を
買
い
戻
す
こ
と
を
諦
め
た
。
こ
の
こ
と
が
ず
っ
と
前
か

ら
源
氏
絵
巻
を
入
手
し
た
い
益
田
孝
氏
に
知
ら
れ
た
が
、
機
会
を
待
っ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
の

展
開
は
と
て
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
あ
る
。
新
た
な
建
築
事
業
を
は
じ
め
る
柏
木
氏
は
金
策
の
た

め

に
、
「
地
獄
草
紙
」
二
巻
と
源
氏
絵
巻
一
巻
を
担
保
と
し
て
益
田
氏
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
来

た
。
事
業
が
好
調
に
進
ん
だ
の
で
、
元
利
揃
え
て
返
済
し
て
、
「
地
獄
草
紙
」
二
巻
と
源
氏
絵

巻
一
巻
を
返
す
こ
と
を
要
求
し
た
。
し
か
し
、
益
田
氏
が
返
さ
な
い
。
柏
木
氏
が
返
し
て
も
ら

う
と
要
求
し
続
け
、
益
田
氏
が
返
さ
な
い
と
断
り
続
け
た
。
こ
の
争
い
の
終
わ
り
は
、
朝
吹
英

11di
　
（
日
本
の
実
業
家
・
三
井
合
名
会
社
専
務
理
事
・
三
越
の
社
長
）
が
l
I
人
の
仲
に
入
り
、

地
獄
草

紙
一
巻
と
源
氏
絵
巻
一
巻
を
柏
木
氏
に
返
し
て
け
り
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
最
後
、
柏

木
氏
の

養
子
祐
三
郎
氏
と
益
田
氏
の
末
弟
英
作
氏
が
交
渉
し
た
結
果
は
「
地
獄
草
紙
」
一
巻
・

源
氏
絵
巻
一
巻
と
猿
面
硯
を
合
わ
せ
て
五
〇
〇
〇
円
で
益
田
氏
が
買
い
取
り
、
益
田
家
の
収
蔵

品
と
な
っ
た
。
そ
の
故
で
「
益
田
本
」
と
呼
ば
れ
た
。
戦
後
に
な
る
と
益
田
家
を
離
れ
た
後
、

高
梨
仁
三
郎
（
東
京
コ
カ
・
コ
－
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
の
創
業
者
）
の
収
蔵
品
と
な
っ
た
。
最
後
東

急
グ
ル
ー
プ
の
総
帥
・
五
島
慶
太
が
買
い
取
っ
た
。

第
二
章
‥
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
模
写
に
つ
い
て

　
本
章
は
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
復
元
模
写
と
現
状
模
写
の
二
種
類
の
模
写
の
資
料
と
報
告
書

を
読
み
、
復
元
模
写
の
桜
井
清
香
氏
に
よ
る
復
元
模
写
（
昭
和
模
写
）
と
「
よ
み
が
え
る
源
氏

物
語
絵
巻
全
巻
復
元
に
挑
む
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
永
吉
秀
司
氏
の

現
状
模
写
の

報
告
書
を
読
み
、
そ
の
中
で
注
目
し
た
模
写
手
法
を
ま
と
め
、
第
三
章
の
参
考
に

す
る
。

　
第
一
節
：
復
元
模
写
に
つ
い
て

　
復
元
模
写
は
桜
井
清
香
氏
に
よ
る
昭
和
復
元
模
写
と
言
わ
れ
る
、
徳
川
美
術
館
に
保
存
さ
れ

て

い

る
原
画
の
復
元
模
写
と
平
成
復
元
模
写
「
よ
み
が
え
る
源
氏
物
語
全
巻
修
復
に
挑
む
」

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
復
元
模
写
が
あ
る
。
桜
井
清
香
氏
は
そ
の
生
涯
に
た
く
さ
ん
の
模

写

作
品
を
制
作
し
、
そ
れ
ら
は
現
在
主
に
徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
三
年

（1
九

五
八
年
）
～
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
年
）
の
五
年
間
を
か
け
て
徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ

れ
て

い

る
一
五
面
の
絵
を
復
元
模
写
し
た
o

　
一
九
九
八
年
、
徳
川
美
術
館
の
四
辻
秀
紀
氏
が
島
尾
新
氏
に
詳
細
な
写
真
を
撮
り
、
科
学
的

な
情
報
を
収
集
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
全
巻
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
。
一
九
九
九
年
か
ら
「
よ
み
が
え
る
源
氏
物
語
絵
巻
　
全
巻
復
元
に
挑
む
」
と
い
う
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
、
科
学
的
な
調
査
に
よ
っ
て
絵
の
具
を
元
素
レ
ベ
ル
ま
で
分
析
し
、

当
時
の
絵
師
が
使
用
し
た
絵
旦
ハ
の
原
料
を
特
定
で
き
た
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
正
確
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に
当
時
の
姿
の
復
元
模
写
を
行
う
た
め
に
、
当
時
の
紙
に
似
た
よ
う
な
紙
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
顕
微
鏡
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
剥
落
さ
れ
た
絵
具
の

う
ら
か
ら
紙
の
繊
維
を
発
見
し
た
o
現
代
の
紙
を
加
工
し
、
当
時
の
紙
を
再
現
で
き
た
。
「
よ

み

が
え
る
源
氏
物
語
絵
巻
　
全
巻
復
元
に
挑
む
」
で
復
元
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
第
三
七

帖
F
横
笛
」
を
つ
づ
っ
た
詞
書
で
あ
っ
た
。
料
紙
の
復
元
は
料
紙
作
家
福
田
行
雄
氏
が
担
当
し

た
。
し
か
し
、
復
元
さ
れ
た
料
紙
に
文
字
を
合
成
し
た
の
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
復
元
し

た
詞
書
が
一
枚
も
な
い
。

　
以
上

二

回
の
復
元
模
写
の
資
料
か
ら
見
る
と
、
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
絵
部
分
が
と
て
も
重

視

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
絵
巻
の
構
成
と
し
て
と
て
も
重
要
な
詞
書
が
注
目
さ

れ
ず
、
今
後
、
絵
巻
の
詞
書
を
も
っ
と
重
視
し
、
当
時
の
姿
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し

い
o

　
第
二
節
‥
現
状
模
写
に
つ
い
て

　
現
状
模
写
の
歴
史
に
つ
い
て
は
田
中
親
美
氏
が
二
五
歳
の
時
（
一
九
O
O
年
）
に
鈍
翁
が
入

手

し
て
ま
も
な
い
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
模
写
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
後
、
東
京
藝
術
大
学

大
学

院
日
本
学
第
三
研
究
室
と
五
島
美
術
館
・
徳
川
美
術
館
の
共
同
事
業
「
源
氏
物
語
絵
巻
現

状
模
写
　
平
成
本
」
制
作
・
保
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

　
新
潟
大
学
美
術
科
准
教
授
永
吉
秀
司
氏
に
よ
る
二
〇
＝
年
の
現
状
模
写
報
告
と
東
京
藝
術

大
学

に
よ
る
現
状
模
写
報
告
を
読
み
、
同
じ
所
と
異
な
る
所
を
簡
単
に
紹
介
し
、
文
章
に
纏
め

て

行
く
。

　
永
吉
秀
司
氏
の
報
告
書
か
ら
分
か
る
情
報
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

　
一
、
使
用
し
た
用
材
が
分
か
っ
た
。
用
材
の
中
で
注
目
し
た
い
物
は
使
用
し
た
墨
で
、
そ
れ

に
は
古
梅
園
の
松
煙
墨
「
寸
心
千
古
」
と
油
煙
墨
「
茶
墨
」
の
二
種
類
が
あ
る
。
し
か
し
、
次

の

文
章
に
新
た
な
墨
、
栄
寿
堂
の
「
玄
香
」
も
使
用
し
た
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
。
三
種
類
の

墨
は

そ
れ
ぞ
れ
違
う
特
徴
が
あ
り
、
違
う
工
程
に
使
用
し
た
o
　
r
玄
香
」
は
文
字
の
写
し
に
使

用

し
た
。
銀
の
退
色
部
の
切
金
部
・
砂
子
部
に
使
用
し
た
の
は
松
煙
墨
の
「
千
心
千
古
」
で
あ

る
。
最
後
、
汚
れ
・
部
分
的
な
退
色
部
に
「
茶
墨
」
を
用
い
て
汚
れ
を
描
き
起
こ
す
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
場
面
の
明
度
を
下
げ
る
。
三
種
類
の
墨
は
各
々
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
使
い
分
け
て

い
た
o

　
二
、
実
制
作
過
程
が
分
か
っ
た

　
永
吉
秀
司
氏
に
よ
る
描
画
表
現
の
方
法
は
入
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

　

1
、
上
げ
写
し
と
い
う
過
程
で
あ
る
。

　

H
、
裏
彩
色
と
い
う
過
程
で
あ
る
。

　

皿
、
配
色
カ
ー
ド
の
作
成
と
い
う
過
程
で
あ
る
。

　

W
、
基
底
色
の
彩
色
と
い
う
過
程
で
あ
る
。

　

V
、
文
字
の
描
画
と
い
う
過
程
で
あ
る
。

　

W
、
古
色
・
汚
れ
の
彩
色
と
い
う
過
程
で
あ
る

　

皿
、
砂
子
・
切
金
部
・
野
毛
の
彩
色
と
い
う
過
程
で
あ
る
。

　

皿
、
現
本
と
古
色
の
統
1

　
一
～
七
ま
で
の
作
業
を
完
了
さ
せ
、
古
色
の
配
色
を
統
一
す
る
工
程
で
あ
る
。

　
t
u
l
　
1
節
　
：
永
吉
秀
司
氏
の
手
法
へ
の
疑
問

　
永
吉
秀
司
氏
に
よ
る
現
状
模
写
は
美
術
の
制
作
手
法
で
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
描
画
表
現

に
書
道
を
勉
強
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
は
三
つ
の
疑
問
を
持
っ
た
。

　
一
つ
目
、
制
作
方
法
の
一
つ
上
げ
写
し
で
あ
る
。

　
上
げ
写
し
と
は
日
本
画
に
お
い
て
昔
か
ら
の
模
写
方
法
の
一
種
で
あ
る
。
こ
の
描
画
方
法
は

絵
画
の

場
面

に
は
通
用
す
る
が
、
詞
書
の
部
分
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
疑
問
を
持
っ
た
。
詞
書

の
主
役
は
書
道
と
な
る
。
書
道
に
は
筆
意
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
特
に
か
な
書
道
は
線
の
流
れ

を
と
て
も
重
視
す
る
。
し
か
し
、
文
字
の
部
分
を
上
げ
写
し
、
一
番
濃
い
色
の
部
分
、
文
字
内

キ
ワ
に
あ
る
墨
だ
ま
り
の
部
分
と
擦
れ
の
部
分
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
筆
、
墨
と
手
法
で

本
物

に
そ
っ
く
り
な
文
字
を
描
け
る
が
、
筆
者
の
書
写
習
慣
、
線
の
流
れ
、
墨
の
濃
淡
の
変
化

は
と
て
も
自
然
に
表
現
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
文
字
を
描
写
す
る
順
番
は
制
作
の
最
後
の
工
程

で

あ
る
は
ず
が
、
永
吉
秀
司
氏
の
制
作
方
法
の
中
で
は
文
字
の
描
画
は
最
初
と
真
中
に
行
っ

た
。
こ
の
間
に
四
回
の
彩
色
を
す
る
工
程
が
あ
る
の
で
、
顕
微
鏡
な
ど
の
機
械
で
み
る
と
、
墨
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と
絵
旦
ハ
の
順
番
は
本
物
の
順
番
と
違
う
は
ず
と
推
測
で
き
る
。
し
か
も
、
何
十
年
、
何
百
年
が

経
つ
と
、
作
品
の
衰
弱
程
度
と
本
物
の
衰
弱
程
度
が
違
う
と
推
定
で
き
る
。
模
写
作
品
は
保

存
・
修
復
の
参
考
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
本
物
の
研
究
に
正
し
い
情
報
を
提
供
で
き
な
け
れ

ば
、
模
写
作
品
の
意
味
を
半
分
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
上
げ
写
し
と
い
う
方
法
は
紙
の
周
り
に

固
定
し
て
い
な
い
の
で
、
紙
の
伸
縮
を
把
握
し
に
く
く
、
描
く
時
に
ズ
レ
が
発
生
す
る
こ
と
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
二
つ
目
は
、
使
用
す
る
用
旦
ハ
用
材
に
つ
い
て
疑
問
を
持
っ
た
。

　
永
吉
秀
司
氏
に
よ
る
模
写
の
配
色
作
業
に
使
用
し
て
い
た
も
の
は
全
て
岩
絵
具
で
あ
る
。
使

用
す
る
時
に
必
ず
ニ
カ
ワ
で
溶
く
の
で
、
ニ
カ
ワ
の
重
み
と
絵
具
特
有
の
厚
み
が
あ
る
。
液
体

の

染
料
と
比
較
す
れ
ば
、
絵
具
の
方
は
重
量
感
が
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
保
存
・
修
復
の
角
度

か

ら
考
え
れ
ば
、
す
べ
て
絵
具
と
墨
で
制
作
し
た
作
品
は
巻
く
こ
と
や
、
折
る
こ
と
に
弱
い

の

で
、
常
に
平
面
の
状
況
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
長
時
間
平
面
の
状
況
を
保
つ

と
、
絵
具
が
乾
燥
し
や
す
く
、
剥
落
す
る
可
能
性
が
十
分
あ
る
。
墨
以
外
紙
に
も
疑
問
が
あ

る
。
こ
の
報
告
書
を
見
る
と
紙
に
つ
い
て
、
薄
美
濃
紙
を
使
用
し
た
こ
と
と
ド
ー
サ
引
き
し
た

こ
と
し
か
書
い
て
い
な
い
の
で
、
紙
を
加
工
し
た
か
ど
う
か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
単
な
る

薄
美
濃
紙
と
す
る
と
、
繊
維
が
太
す
ぎ
る
の
で
、
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
詞
書
本
物
の
繊
細
さ
を

ド
ー
サ
引
き
だ
け
で
表
現
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　
三

つ

目
は
砂
子
・
切
金
部
・
野
毛
の
部
分
に
箔
の
代
わ
り
に
金
泥
と
薫
銀
泥
を
使
用
し
て
い

た
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
た
。
永
吉
秀
司
氏
の
報
告
書
に
書
い
て
あ
る
通
り
、
金
銀
箔
の
退
色
部

分
は

市
販
の
箔
で
再
現
し
に
く
い
こ
と
は
分
か
る
が
、
本
物
は
箔
を
使
用
し
た
の
で
、
模
写
も

箔
を
使
用
す
べ
き
と
考
え
る
。
金
泥
と
薫
銀
泥
を
使
用
す
る
一
つ
目
の
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
ば
正

確
に
描
け
る
こ
と
で
あ
る
。
長
い
年
月
が
経
つ
と
、
酸
化
し
に
く
い
金
箔
の
部
分
も
摩
耗
し
た

と
こ
ろ
が
出
る
。
箔
を
不
規
則
に
切
る
工
夫
を
せ
ず
に
形
が
取
れ
る
。
も
う
I
つ
メ
リ
ッ
ト

は
、
本
物
を
み
る
時
に
箔
の
部
分
に
厚
み
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
金
泥
の
重
み
で
再
現
で
き
る
と

推
測
で
き
る
。

　
し
か
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
ば
、
金
泥
の
粒
子
が
金
箔
の
粒
子
よ
り
大
き
い
の
で
、
近
く

で
見
れ
ば
そ
の
違
い
が
分
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
物
に
は
退
色
部
分
も
あ
る
が
、
艶
が
あ
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
普
通
で
あ
れ
ば
、
動
物
の
角
や
、
絵
具
皿
で
軽
く
磨
け
ば
、
金
属
的
な
艶
が

出
て
来
る
。
し
か
し
、
こ
の
艶
で
は
箔
の
艶
の
見
た
感
じ
が
違
う
。
金
泥
と
薫
銀
泥
を
金
銀
箔

の
変
わ
り
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
以

上
三

つ
の

疑
問
を
合
わ
せ
て
、
l
つ
大
き
い
疑
問
が
生
ま
れ
た
。
詞
書
の
模
写
は
美
術
の

模
写
方
法
で
行
う
の
が
よ
い
の
か
o
詞
書
の
場
面
は
書
な
の
で
、
単
純
に
日
本
画
の
描
く
方
法

で

は
人
工
的
な
技
術
で
コ
e
N
　
’
－
を
取
っ
た
だ
け
で
、
書
道
の
特
徴
と
深
み
が
全
く
表
現
さ
れ

　
て

い

な
い
。
美
術
の
方
法
以
外
、
書
道
な
り
の
模
写
方
法
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
疑

問
を
持
っ
て
今
回
の
現
状
模
写
の
計
画
を
立
て
る
。

　
v
a
l
l
l
章
二
御
法
」
詞
書
の
第
一
～
三
紙
の
現
状
模
写
研
究

　
本
章
は
ま
ず
「
御
法
」
詞
書
第
一
～
三
紙
の
現
状
を
考
察
し
、
本
物
と
書
籍
の
違
い
を
ま
と

め

る
。
そ
の
結
果
を
参
考
と
し
、
こ
の
1
1
冊
の
書
籍
の
中
か
ら
、
こ
の
後
の
作
業
に
参
考
に
な

る
本
物
の
配
色
に
近
い
図
版
を
選
択
す
る
。
本
物
と
図
版
を
見
て
、
不
明
な
と
こ
ろ
を
挙
げ
、

実
作
業
に
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
と
し
て
挙
げ
る
。
以
上
の
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
実
作
業

に

入

る
。
実
作
業
の
工
程
は
紙
の
質
か
ら
巻
子
仕
立
て
の
作
業
ま
で
＝
の
工
程
に
分
け
ら
れ

る
。
巻
子
制
作
を
終
え
る
と
、
制
作
工
程
で
発
見
し
た
問
題
と
、
反
省
点
を
ま
と
め
る
。

　
第
一
節
：
F
御
法
」
第
一
～
1
1
1
e
e
の
現
状
の
考
察

　
今
回
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
「
御
法
」
詞
書
前
三
枚
の
調
査
は
、
展
示
期
間
以
外
だ
っ
た
た

め

に
現
物
で
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
主
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
の
画
像
と
現

物

を
見
た
記
憶
を
使
っ
て
説
明
し
て
行
v
。
今
回
調
査
に
使
用
し
た
の
は
二
〇
〇
四
年
に
株
式

会
社
二
玄
社
で
出
版
さ
れ
た
『
日
本
名
筆
選
　
4
6
　
源
氏
物
語
絵
巻
　
伝
藤
原
伊
房
・
寂
蓮
・

飛
鳥
井
雅
経
筆
』
（
名
筆
本
）
J
J
1
1
O
O
三
年
に
株
式
会
社
二
玄
社
で
出
版
さ
れ
た
『
原
色
か

な
手
本
　
1
8
　
源
氏
物
語
絵
巻
　
伝
藤
原
伊
房
筆
』
（
原
色
本
）
の
二
冊
で
あ
る
。
今
年
の
展

示

期
間
に
二
回
観
覧
し
、
本
物
と
書
籍
と
見
比
べ
た
。
そ
の
違
い
と
し
て
以
下
の
四
点
を
挙
げ

る
。　

そ
の
一
、
1
l
冊
の
本
は
本
物
よ
り
色
が
濃
く
て
、
明
る
い
。
本
物
の
地
色
は
原
色
本
の
第
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二
、
第
三
紙
の
色
に
近
い
。
し
か
し
、
原
色
本
の
第
一
紙
の
地
色
を
本
物
と
を
比
較
す
る
と
、

か

な
り
色
濃
く
、
本
物
の
暗
さ
と
灰
色
っ
ぽ
い
色
味
が
全
く
見
え
な
い
。
そ
の
二
、
第
一
紙
の

下
絵

に
つ
い
て
は
、
本
物
の
下
絵
は
か
な
り
退
色
し
て
い
る
。
特
に
下
の
揚
羽
蝶
と
見
ら
れ
る

蝶
文
様
は
見
落
と
す
ほ
ど
色
が
薄
く
な
り
、
上
の
伏
蝶
と
見
ら
れ
る
蝶
文
様
に
描
か
れ
た
緑
青

の

輪
郭
も
薄
く
な
っ
て
き
た
。
三
つ
の
巴
文
様
は
書
籍
の
画
像
と
違
っ
て
、
鮮
明
に
残
っ
て
い

な
い
。
そ
の
三
、
金
箔
の
切
箔
と
揉
箔
も
制
作
当
時
の
光
沢
を
失
っ
て
、
書
籍
の
画
像
と
一
緒

に
見
な
い
と
、
分
か
ら
な
い
所
も
何
箇
所
か
あ
る
。
そ
の
四
、
第
一
紙
の
巴
文
様
と
海
松
文

様
の

銀
箔
（
泥
）
の
焼
け
跡
は
他
の
銀
箔
の
切
箔
の
焼
け
跡
と
違
っ
て
、
不
自
然
な
脱
落
と
退

色
が
見
ら
れ
る
。
経
緯
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
修
理
に
よ
る
脱
落
で
あ
る
。
銀
箔
（
泥
）
を

焼
い
た
跡
が
脆
弱
に
な
り
、
修
復
す
る
際
に
加
え
た
銀
箔
（
泥
）
の
粒
子
が
水
と
一
緒
に
流
さ

れ
、
銀
箔
（
泥
）
の
層
が
薄
く
な
り
、
料
紙
の
地
色
が
見
え
て
き
た
。
以
上
の
四
点
か
ら
見
る

と
、
五
島
美
術
館
蔵
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
は
光
と
修
理
に
よ
っ
て
、
劣
化
が
早
く
進
化
し
、

酷
い
場
所
で
は
傷
ま
で
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
四

点
以
外
に
幾
つ
か
の
不
明
点
が
あ
る
。
1
つ
目
は
所
々
に
あ
る
白
っ
ぽ
い
斑
点
が

見

え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
斑
点
の
正
体
は
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
一
は
過
去
の
保
存

状
態
が
悪
か
っ
た
の
で
、
カ
ビ
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
も
し
本
当
に
保
存
状

態
と
関
係
が
あ
っ
た
ら
、
カ
ビ
の
範
囲
は
今
よ
り
広
く
、
数
も
今
よ
り
多
い
。
も
う
I
つ
考
え

ら
れ
る
白
い
斑
点
の
正
体
は
絵
巻
の
絵
に
使
用
さ
れ
た
顔
料
で
あ
る
。
東
京
文
化
財
研
究
所
が

110
0
二
年
に
出
し
た
「
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
に
み
ら
れ
る
彩
色
材
料
に
つ
い
て
」
と
い
う
論

文

に
よ
る
と
、
白
色
を
表
現
す
る
た
め
少
な
く
と
も
、
P
b
を
主
成
分
と
す
る
白
色
、
C
a
を

主
成
分

と
す
る
白
色
、
H
9
が
大
量
に
検
出
さ
れ
る
白
色
と
成
分
元
素
が
検
出
さ
れ
な
い
白
色

の
四

つ
の

材
料

を
使
用
し
た
。
い
わ
ゆ
る
、
胡
粉
、
鉛
白
と
水
銀
原
料
の
お
し
ろ
い
と
い
う

三
種
類
の
顔
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
精
密
調
査
を
し
な
け
れ
ば
、
具
体
的
な
材
料
の
種
類
が
確

定
は
で
き
ず
、
ど
こ
か
ら
付
い
た
顔
料
な
の
か
も
不
明
な
の
で
、
そ
の
正
体
は
ま
だ
分
か
ら
な

い
o

　
第
二
節
‥
「
御
法
」
詞
書
第
一
～
1
1
1
v
a
の
現
状
模
写
記
録

　
第
一
節
の
考
察
の
結
果
を
踏
ま
え
、
現
状
模
写
を
行
い
な
が
ら
、
自
分
の
推
測
と
考
え
を
確

か
め

る
。
本
節
は
「
御
法
」
第
一
～
三
紙
の
現
状
模
写
の
過
程
を
細
か
く
記
録
す
る
。
主
に

＝
の
過
程
に
分
け
、
そ
の
順
番
は
作
品
の
制
作
と
同
じ
で
、
画
像
付
き
で
説
明
す
る
。

一
、

紙
質
に
つ
い
て

　
今

回
の
現
状
模
写
に
使
用
し
た
紙
は
、
二
〇
〇
六
年
二
月
八
日
に
N
H
K
名
古
屋
「
よ
み
が

え
る
源
氏
物
語
絵
巻
」
取
材
班
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
『
よ
み
が
え
る
源
氏
物
語
絵
巻
』
に
あ

る
文
章
を
参
考
に
し
た
。

　
　
初
め
て
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
顕
微
鏡
カ
メ
ラ
で
と
ら
え
た
絵
巻
の
ミ
ク
ロ
の
世
界
o
は
が
れ
落

　
　
ち
た
絵
の
旦
ハ
の
す
き
ま
か
ら
、
平
安
時
代
の
紙
の
繊
維
が
見
え
た
。
九
百
年
前
の
も
の
と

　
　
は
思
え
な
い
、
艶
や
か
な
輝
き
を
保
っ
て
い
る
。
繊
維
の
太
さ
や
形
な
ど
か
ら
、
紙
の
原

　
　
料
は

「楮
」
と
考
え
ら
れ
た
。
（
『
よ
み
が
え
る
源
氏
物
語
絵
巻
　
全
巻
復
元
に
挑
む
』

　
　
七

三
～
七
四
ペ
ー
ジ
）

し
か
も
、
本
物
の
制
作
の
時
代
背
景
を
考
え
れ
ば
、
楮
が
も
っ
と
も
適
切
な
原
材
料
と
判
断

し
、
作
品
の
サ
ン
プ
ル
と
本
番
の
紙
に
使
用
し
た
。
し
か
し
、
楮
紙
と
い
え
ど
も
、
た
く
さ
ん

の

種
類
が
あ
り
、
生
産
地
に
よ
っ
て
、
紙
質
が
全
然
違
う
の
で
、
今
後
の
保
存
及
び
修
復
を
考

え
る
と
現
在
の
装
演
工
程
に
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
岐
阜
県
美
濃
市
で
生
産
さ
れ
た
美
濃
紙
を

選
択

し
た
o
そ
し
て
、
今
後
の
料
紙
の
箔
装
飾
と
文
字
の
模
写
を
考
え
る
と
、
　
1
’
七
匁
目
の

（
o
・
o
o
1
1
1
”
r
リ
メ
ー
ト
ル
）
薄
美
濃
紙
に
決
定
し
た
。

二
、
染
色
に
つ
い
て

　
授
業
で
先
生
の
指
導
の
下
で
、
染
料
の
原
料
を
ク
ヌ
ギ
、
丁
子
、
矢
車
と
灰
汁
媒
染
を
選
択

し
、
サ
ン
プ
ル
と
本
番
の
紙
を
染
色
し
“
｛
o
　
（
媒
染
と
は
繊
維
と
色
素
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で

あ
る
。
媒
染
す
る
こ
と
で
、
繊
維
に
染
め
た
色
素
の
「
色
止
の
効
果
」
と
化
学
反
応
に
よ
る

r発
色

効
果
」
が
あ
る
）
、
ま
た
P
H
1
0
～
＝
の
灰
汁
を
使
っ
た
。
調
整
し
た
結
果
は
染
料

が
暖
か

い
う
ち
に
入
れ
た
ら
、
浸
け
る
時
間
の
上
限
は
五
秒
で
、
冷
た
く
な
っ
た
ら
、
三
〇
秒

を
入
れ
る
と
濃
く
な
り
す
ぎ
る
。
染
め
の
具
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
も
着
色
の
過
程
が
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本
物
の
⊥
ハ
O
e
〈
　
’
－
セ
ン
ト
に
染
め
上
げ
た
。
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三
、
紙
の
加
工
に
つ
い
て

　
今
回
は
機
械
と
み
か
げ
石
が
な
い
の
で
、
「
漉
き
返
し
」
と
「
磨
く
」
作
業
を
省
略
し
た
。

今
回
の
打
ち
紙
の
や
り
方
は
以
下
の
通
り
0
1
1
枚
の
牛
革
の
間
に
、
染
め
上
が
っ
た
紙
に
湿
り

を
入
れ
、
重
ね
て
入
れ
る
。
紙
の
湿
度
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
皮
の
上
で
ひ
た
す
ら
に
打
つ
。

近
年
徳
川
美
術
館
の
方
で
国
庫
補
助
金
に
よ
る
文
化
財
の
保
存
修
理
が
行
わ
れ
、
最
新
の
研
究

に

よ
り
、
詞
書
の
紙
の
繊
維
は
細
か
く
、
短
い
雁
皮
と
三
柾
に
見
ら
れ
る
繊
維
で
あ
る
と
分

か
っ
た
。

四
、
制
作
土
台
に
つ
い
て

　
今
回
の
作
品
制
作
の
た
め
に
板
を
調
達
し
、
幅
が
二
一
二
×
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
内
枠
を

木
工
用
ポ
ン
ド
で
組
み
合
わ
せ
た
。
枠
の
外
側
に
染
め
上
が
っ
た
打
ち
紙
を
貼
り
込
ん
だ
。
写

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
真
ん
中
の
板
に
両
面
テ
ー
プ
で
貼
り

込
ん

だ
。
枠
と
板
を
合
わ
せ
た
ら
、
作
品
制
作
の
土
台
が
完
了
し
た
o

五
、
ド
ー
サ
引
き
に
つ
い
て

　
今

回
全
て
の
作
業
の
中
で
ド
ー
サ
を
引
い
た
の
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
打
ち
紙

と
ド
ー
サ
引
き
は
同
じ
効
果
が
あ
る
の
で
、
ド
ー
サ
を
引
か
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
が
、
今
後
の

金
銀
箔
の
装
飾
の
作
業
を
考
え
れ
ば
、
一
回
ド
ー
サ
を
引
い
た
方
が
万
全
だ
と
思
っ
て
、
ド
ー

サ

を
引
い
た
。
今
回
ド
ー
サ
液
の
製
造
に
使
用
し
た
の
は
生
ミ
ョ
ウ
バ
ン
と
ウ
サ
ギ
の
粉
の
ニ

カ
ワ
で
あ
る
。

六
、
下
絵
に
つ
い
て

　
下
絵
を
描
く
作
業
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
様
を
コ
ピ
ー
用
紙
で
型

を
取
っ
て
、
そ
の
場
所
に
貼
る
。
そ
の
上
に
ぼ
か
し
を
か
け
る
。
特
に
、
文
様
の
周
り
に
染
料

が
溜
ま
る
ほ
ど
染
料
を
か
け
る
。
染
め
旦
ハ
合
は
紙
の
裏
面
か
ら
確
認
で
き
る
。
ぼ
か
し
の
染
料

の
原
材
料
に
つ
い
て
は
、
染
め
る
時
と
同
じ
ク
ヌ
ギ
、
丁
子
、
矢
車
と
灰
汁
を
使
う
。
全
面
に

染
料
を
か
け
た
ら
、
型
を
剥
が
す
。
そ
の
後
の
作
業
は
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

　
そ
の
一
　
銀
泥
で
文
様
を
描
く
方
法
で
あ
る
。
銀
泥
で
描
い
た
文
様
は
主
に
巴
文
様
と
海
松

文
様
で
あ
る
。
銀
泥
の
作
り
方
は
岩
絵
具
と
同
じ
く
、
ニ
カ
ワ
で
銀
粉
と
岩
顔
料
を
溶
き
、
し

ば

ら
く
そ
の
ま
ま
置
く
。
銀
粉
と
岩
顔
料
が
沈
ん
だ
ら
、
上
澄
み
（
ニ
カ
ワ
の
ア
ク
）
を
捨
て

て
、
乾
燥
さ
せ
、
ま
た
温
水
で
銀
粉
と
岩
顔
料
を
溶
く
作
業
を
三
回
繰
り
返
す
。
す
る
と
、
綺

麗

な
銀
泥
と
岩
顔
料
が
出
来
上
が
る
。
巴
文
様
と
海
松
文
様
を
銀
泥
で
下
に
敷
い
た
コ
ピ
ー
の

通

り
に
描
い
た
。
『
名
筆
選
』
の
図
版
を
見
れ
ば
、
輪
郭
は
真
ん
中
よ
り
黒
い
と
分
か
る
。
そ

れ
を
銀
泥
の
濃
度
の
差
で
表
現
し
、
銀
を
硫
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
物
に
近
づ
く
よ
う

変
色
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
そ
の
二
　
二
つ
の
蝶
文
様
は
そ
れ
ぞ
れ
、
白
緑
と
ク
ヌ
ギ
で
輪
郭
を
描
い
た
。
ク
ヌ
ギ
は
染

色
の
残
り
を
煮
込
み
、
全
て
の
水
分
を
蒸
発
さ
せ
、
鍋
底
に
つ
い
た
染
料
を
艶
毛
の
水
筆
で

溶
き
な
が
ら
揚
羽
蝶
を
描
い
た
。
『
よ
み
が
え
る
源
氏
物
語
絵
巻
』
の
C
G
復
元
の
図
版
を
見

れ

ば
、
伏
蝶
の
白
緑
部
分
は
全
体
に
塗
っ
て
あ
る
の
が
分
か
る
が
、
『
名
筆
選
』
の
画
像
を
見

れ

ば
、
現
状
は
輪
郭
だ
け
あ
る
の
で
、
今
回
は
輪
郭
だ
け
を
描
い
た
。
揚
羽
蝶
の
羽
部
分
に
薄

い
白
緑
斑
点
が
見
え
る
の
で
、
薄
め
た
白
緑
で
程
よ
く
描
い
た
。
ま
た
あ
の
水
玉
は
型
を
取
っ

て
、
ぼ
か
し
を
濃
淡
付
け
た
だ
け
で
あ
る
。

七
、
金
銀
箔
の
装
飾
に
つ
い
て

　
今
回
の
模
写
作
業
に
使
用
し
た
箔
の
種
類
は
主
に
切
箔
、
野
毛
と
砂
子
の
三
種
類
で
あ
る
。

今
回
の
箔
の
撒
き
方
で
は
、
ニ
カ
ワ
だ
け
だ
と
固
ま
り
や
す
い
の
で
、
固
ま
ら
な
い
よ
う
に
、

フ
ノ
リ
を
入
れ
た
。
ニ
カ
ワ
と
フ
ノ
リ
の
混
合
液
を
使
用
し
た
。

　
箔
加
工
に
当
た
っ
て
必
要
と
な
る
道
具
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
し
た
ら
、
伝
統
的

な
道
具
以
外
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
ベ
ビ
ー
パ
ウ
ダ
ー
、
先
だ
け
竹
の
ピ
ン
セ
ッ
ト
と
メ
ス
刃

カ
ッ
タ
ー
を
使
用
し
た
。
今
回
制
作
の
た
め
に
普
通
の
純
金
箔
、
二
枚
の
金
箔
を
合
わ
せ
た
二

枚
掛
、
三
枚
の
金
箔
を
合
わ
せ
た
三
枚
掛
の
金
箔
を
準
備
し
た
o
銀
箔
は
純
銀
箔
を
用
意
し

た
。
今
ま
で
箔
を
扱
っ
た
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
箔
を
自
由
に
扱
え
る
よ
う
に
ベ
ビ
ー

パ

ウ
ダ
ー
を
い
た
る
所
に
全
部
撒
い
た
。
同
じ
理
由
で
箔
台
と
箔
刀
の
扱
い
に
慣
れ
て
い
な
い

の

で
、
途
中
な
ら
カ
ッ
タ
ー
マ
ッ
ト
と
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
に
変
更
し
た
。

八
、
銀
の
硫
化
に
つ
い
て

　
普
通
銀
が
黒
く
な
る
理
由
は
、
銀
が
空
気
中
の
「
硫
化
水
素
」
と
い
う
物
質
に
反
応
し
、
硫
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化
銀
と
い
う
黒
く
見
え
る
物
質
が
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
回
は
自
然
に
黒
く
さ
せ

る
時
間
が
な
い
の
で
、
日
本
画
の
人
工
的
に
硫
黄
末
で
硫
化
さ
せ
て
い
く
方
法
を
取
っ
た
。

　
①
、
硫
黄
末
を
そ
の
ま
ま
で
金
箔
、
銀
泥
の
上
に
放
置
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
や
り
方
に

す
る
と
、
黒
く
な
る
ま
で
、
す
ご
く
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
上
に
一
枚
の
紙
を
重
ね
、
圧
力

（重
し
）
を
か
け
た
ら
、
少
々
短
縮
し
た
が
、
そ
れ
で
も
一
週
間
以
上
か
か
る
。

　
②
、
紙
を
挟
ん
で
、
ア
イ
ロ
ン
で
硫
黄
末
を
加
熱
す
る
方
法
で
あ
る
。
効
率
か
ら
言
う
と
い

い
の

は
ア
イ
ロ
ン
の
中
温
（
一
四
o
～
一
六
〇
度
）
で
加
熱
す
る
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
加

熱
す
る
に
は
硫
黄
末
が
溶
け
て
、
紙
に
く
っ
つ
v
恐
れ
が
あ
る
。

　
③
、
水
取
り
紙
で
六
一
〇
ハ
ッ
プ
を
吸
取
さ
せ
、
硫
黄
の
成
分
が
入
っ
て
い
る
紙
を
用
い

て
、
本
紙
に
当
て
て
、
加
熱
す
る
方
法
で
あ
る
。

　
今
回
銀
を
硫
化
さ
せ
る
作
業
に
は
、
水
取
り
紙
で
六
一
〇
ハ
ッ
プ
を
吸
取
さ
せ
、
硫
黄
の
成

分
が
入
っ
て
い
る
紙
を
用
い
て
、
本
紙
に
当
て
て
、
加
熱
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
一
〇
〇
e
〈
　
．
－

セ
ン

ト
と
五
〇
e
〈
　
’
－
セ
ン
ト
に
薄
め
た
六
一
〇
ハ
ッ
プ
を
吸
収
さ
せ
た
紙
を
用
意
し
、
過
熱
の

時
間
を
調
整
し
つ
つ
、
本
物
の
硫
化
の
具
合
の
六
割
の
と
こ
ろ
で
止
め
て
、
そ
の
後
墨
で
補
色

し
た
。
銀
泥
で
描
い
た
巴
文
様
と
海
松
文
様
が
硫
化
し
た
後
、
水
筆
で
拭
き
取
っ
た
。

九
、
汚
れ
と
古
色
に
つ
い
て

　
汚
れ

と
古
色
は
、
矢
車
と
灰
汁
の
混
合
液
と
墨
汁
で
必
要
な
と
こ
ろ
に
塗
っ
た
。
『
名
筆

選
』
を
隣
に
置
い
て
、
少
し
ず
つ
比
較
し
、
慎
重
に
古
色
を
か
け
た
。

1
0
、
文
字
の
写
し
に
つ
い
て

　
書
籍
の
画
像
を
見
る
限
り
で
は
、
墨
の
発
色
が
よ
く
、
文
字
の
線
も
伸
び
や
か
で
、
や
や
濃

い

目
の
墨
で
書
い
た
よ
う
で
あ
る
。
今
回
用
意
し
た
墨
は
平
成
一
四
年
に
制
作
さ
れ
た
進
誠
堂

の

「古
今
（
コ
キ
ン
）
k
i
　
・
O
丁
型
（
鈴
鹿
墨
）
」
油
煙
墨
で
あ
る
。
古
墨
で
は
な
い
の
で
、
よ

り
よ
く
発
色
す
る
た
め
に
、
濃
い
目
に
磨
り
、
一
夜
乾
燥
さ
せ
、
書
く
前
に
温
水
で
溶
き
、
濃

淡
を
調
整
し
な
が
ら
書
い
た
。
硯
は
発
色
の
い
い
端
渓
硯
を
選
択
し
た
。
筆
は
前
に
下
絵
の
揚

羽
蝶
を
描
い
た
時
に
使
っ
た
イ
タ
チ
の
面
相
筆
を
用
い
た
。

＝
、
巻
子
の
仕
立
て

　
巻
子
の
仕
立
て

は
普
通
の
工
程
と
同
じ
で
あ
る
。
薄
美
濃
紙
と
新
ノ
リ
で
肌
裏
、
美
栖
紙
と

古
ノ
リ
で
増
裏
、
宇
陀
紙
と
古
ノ
リ
で
総
裏
を
し
た
o
異
な
る
作
業
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
そ
の
一
、
F
御
法
」
の
詞
書
の
現
状
は
第
一
紙
と
第
二
紙
が
一
面
に
な
っ
て
、
第
三
紙
と
繋

が
っ

て

い

な
い
の
で
、
そ
れ
が
分
か
る
よ
う
に
、
第
二
紙
と
第
三
紙
の
間
に
白
紙
を
入
れ
た
。

　
そ

の

二
、
今
回
三
枚
の
紙
の
横
幅
の
長
さ
を
合
わ
せ
て
も
、
巻
子
と
し
て
は
短
す
ぎ
る
の

で
、
今
後
の
保
存
を
考
え
る
と
、
軸
を
太
く
す
る
た
め
に
、
本
紙
の
後
ろ
に
八
七
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
紙
を
奥
付
き
と
し
て
繋
い
だ
。

　
そ

の

三
、
見
返
し
の
紙
は
本
紙
の
雰
囲
気
と
合
わ
せ
る
た
め
に
、
本
紙
と
同
じ
装
飾
料
紙
を

作
っ
た
。
し
か
し
、
ニ
カ
ワ
が
固
ま
り
や
す
い
の
で
、
金
箔
を
撒
い
た
ら
す
ぐ
水
取
り
紙
で

余
っ
た
ニ
カ
ワ
を
取
る
こ
と
に
気
を
つ
け
た
。

　
そ
の
四
、
普
段
肌
裏
の
時
に
使
う
紙
は
薄
美
濃
紙
だ
が
、
今
回
見
返
し
の
場
合
は
硬
い
裂
の

裏
に
貼
る
の
で
、
柔
ら
か
く
薄
く
す
る
た
め
に
中
国
の
画
仙
紙
で
肌
裏
し
た
。

　
表
具
の
材
料
　

軸
首
　
紫
檀
材
木
援
軸
　
表
紙
裂
　
牙
地
小
花
蔓
草
紋
銀
欄
　
巻
物
紐
　
正
絹
巻
物
紐
正
味

三

十
メ
ー
ト
ル
（
み
ど
り
五
色
入
り
丁
）
N
O
．
2
　
中

　
以
上

で
、
「
御
法
」
詞
書
の
第
一
紙
か
ら
第
三
紙
の
現
状
模
写
が
完
成
し
た
o
全
部
で
九
ヶ

月
か
か
っ
た
o
技
法
が
未
熟
で
あ
る
が
、
今
の
私
が
で
き
る
こ
と
を
全
て
尽
く
し
た
。

　
第
三
節
　
新
た
な
課
題

　
r
源
氏
物
語
絵
巻
」
は
と
て
も
味
わ
い
が
深
い
作
品
で
あ
る
。
東
洋
芸
術
の
技
法
は
ほ
と
ん

ど
こ
の
作
品
に
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
、
何
回
見
て
も
、
違
う
味
わ
い
が
出
て
く
る
。
今
回
の

「
御
法
」
の
と
こ
ろ
に
は
、
登
場
人
物
は
光
源
氏
、
紫
の
上
、
明
石
の
中
宮
の
三
人
し
か
い
な

い

が
、
絵
の
場
面
以
外
、
詞
書
の
料
紙
に
も
、
下
絵
、
金
銀
の
装
飾
、
染
色
が
あ
っ
て
、
絵
、

ス

ト
ー
リ
と
書
道
、
三
種
類
の
芸
術
手
法
で
紫
の
上
の
最
期
の
悲
し
み
と
切
な
さ
を
表
現
し

た
o
第
一
紙
を
例
と
し
て
挙
げ
て
み
る
と
、
全
紙
一
四
七
文
字
、
登
場
人
物
は
紫
の
上
と
明
石

の
中
宮
の
二
人
で
あ
る
。

　

こ
こ
の
下
絵
は
蝶
、
海
松
と
巴
の
三
種
類
が
あ
る
。
伏
蝶
一
匹
、
揚
羽
蝶
一
匹
、
海
松
二
つ
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と
右
廻
し
巴
二
つ
、
左
廻
し
巴
l
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
ず
は
海
松
文
様
で
あ
る
。
海
松
は
「
見
る
」
を
か
け
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
場
面
に
お

い

て
、
明
石
の
中
宮
が
紫
の
上
を
見
に
来
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
。
海
松
は
海

藻
の
一
種
類
で
あ
り
、
浅
海
の
岩
石
に
生
ず
る
海
草
で
、
色
は
濃
い
緑
色
を
呈
し
、
海
松
に
触

る
と
ラ
シ
ャ
に
触
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
葉
が
枝
分
れ
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
一

般

的
に
そ
う
い
う
認
識
で
あ
る
が
、
私
は
海
松
が
人
と
動
物
の
瞳
に
似
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら

の
瞳

を
表
し
て
い
る
と
思
う
。
光
源
氏
は
第
一
紙
に
は
登
場
し
て
い
な
い
が
、
「
源
氏
物
語
絵

巻
」
御
法
の
場
面
の
主
人
公
の
一
人
と
し
て
、
第
二
紙
か
ら
登
場
す
る
。
し
か
も
紫
の
上
に
和

歌
を
詠
み
交
し
た
。
こ
の
場
面
に
は
勿
論
「
見
る
」
の
意
味
が
あ
る
。
「
瞳
」
の
可
能
性
も
あ

る
と
考
え
る
。
和
歌
に
は
「
み
る
め
」
す
な
わ
ち
逢
う
機
会
の
意
味
を
掛
け
て
使
用
さ
れ
た
例

も
あ
る
。
故
に
出
家
を
象
徴
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
次
は
蝶
文
様
で
あ
る
。

　
蝶

文
様
は
蝶
を
象
っ
た
文
様
で
あ
る
。
蝶
の
文
様
は
奈
良
時
代
か
ら
す
で
に
あ
り
、
正
倉
院

御
物
の
絵
文
様
に
、
こ
れ
を
描
い
た
物
が
あ
る
。
平
安
時
代
に
な
っ
て
、
こ
の
文
様
が
次
第
に

使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
法
隆
寺
屏
風
裏
文
様
に
群
蝶
を
描
い
た
物
が
あ
る
。
蝶
の
意
味
に
は

以
下
の

諸
説
が
あ
る
。

　

そ
の
＝
不
老
不
死
。
蝶
が
卵
か
ら
幼
虫
、
さ
な
ぎ
を
経
て
、
美
し
い
蝶
と
な
っ
て
、
舞
い

上
が

る
様
子
が
不
死
不
滅
の
象
徴
で
あ
る
。

　
そ

の

二

　

蝶
の

飛
ぶ

姿
、
浮
遊
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
人
の
魂
を
天
界
に
運
ぶ
と
さ
れ

る
。　

そ
の
＝
1
：
立
身
出
世
。
毛
虫
（
幼
虫
）
ー
さ
な
ぎ
（
少
女
）
ー
蝶
（
成
人
）
成
人
式
の
文
様

に
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
四
l
長
寿
。
老
毛
妻
（
ほ
う
て
つ
）
八
十
～
九
十
歳
は
「
老
毛
妻
の
年
」
と
称
さ
れ
る
。
毫

妻
の

中
国
語
の
発
音
は
猫
と
蝶
の
発
音
に
似
て
い
る
の
で
、
猫
と
蝶
が
一
緒
に
描
か
れ
る
こ
と

が
多
い
。

　
そ
の
五
　
法
事
に
蝶
画
を
掛
け
る
習
慣
が
あ
る
。
死
ん
だ
人
の
魂
が
蝶
と
な
り
舞
う
。

　
そ
の
⊥
〈
1
蝶
は
二
匹
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
く
、
夫
婦
円
満
の
象
徴
で
あ
る
。
嫁
入
り
文
様

に
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
七
l
浮
気
。
花
か
ら
花
へ
と
蝶
は
移
っ
て
行
く
。
『
古
今
和
歌
集
』
に
も
、
『
新
古
今
和

歌
集
』
に
も
「
蝶
」
の
歌
が
見
え
る
。

　
蝶
文
様
に
よ
っ
て
、
美
し
い
物
・
人
、
優
雅
な
さ
ま
、
春
の
訪
れ
、
秋
に
対
し
て
春
の
明
る

V
、
人
生
の
盛
ん
な
さ
ま
、
軽
快
な
調
子
な
ど
を
言
い
表
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
る
。

平
安
時
代
中
期
以
降
は
料
紙
・
調
度
か
ら
仏
具
に
至
る
ま
で
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の

蝶
文
様
の
特
徴
と
意
味
か
ら
み
る
と
、
「
御
法
」
第
一
紙
の
下
絵
は
以
下
の
三
つ
の

可
能
性
が
あ
る
。

　
そ
の
一
、
不
老
不
死
の
意
味
を
込
め
て
、
描
い
た
物
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
面
の
詞
の
前

後
の
文
章
を
見
れ
ば
、
紫
の
上
の
体
調
が
と
て
も
悪
く
、
翌
朝
の
未
明
に
死
去
し
た
こ
と
が
分

か
る
。

　
　
な
ほ
、
と
も
す
れ
ば
、
か
ご
と
が
ま
し
。
（
『
全
訳
　
源
氏
物
語
四
』
一
八
o
ペ
ー
ジ
）

　
　
よ
ひ
と
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
は

　
　
夜
一
夜
、
さ
ま
ρ
＼
の
こ
と
を
、
し
蓋
く
さ
せ
給
へ
ど
、
か
ひ
も
な
く
、
明
け
果
つ
る
ほ

　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
た
ま

　
　
ど
に
消
え
は
て
給
ひ
ぬ
。
（
『
全
訳
　
源
氏
物
語
四
』
一
八
三
ペ
ー
ジ
）

　
紫
の
上
を
死
な
せ
た
く
な
い
思
い
を
込
め
て
描
い
た
蝶
文
様
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
二
、
死
後
人
の
魂
が
蝶
と
な
り
、
天
に
舞
い
上
が
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
説
は
世
界
各

地

に
あ
る
。
西
洋
で
は
復
活
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
日
本
で
は
死
者
か
ら
の
お
使
い
、
霊
界
か

ら
の
メ
ッ
セ
ジ
ャ
ー
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
生
前
を
イ
モ
ム
シ
に
例
え
、
死
後
は
体
か

ら
解
放
さ
れ
て
、
自
由
に
な
る
意
味
が
あ
る
。
中
国
に
は
死
後
蝶
に
な
っ
て
、
天
に
向
か
っ
て

舞
い
上
が
る
と
て
も
有
名
な
物
語
『
梁
山
伯
と
祝
英
台
』
が
あ
る
。
物
語
の
最
後
に
病
死
し
た

梁

山
伯
と
梁
山
伯
の
墓
の
前
で
心
中
し
た
祝
英
台
が
二
匹
の
蝶
に
化
け
、
天
に
舞
い
上
が
っ

た
。
蝶
に
化
け
る
理
由
は
前
の
説
に
似
て
い
て
、
封
建
制
の
世
間
観
念
の
束
縛
と
い
う
イ
モ
ム

シ

か

ら
解
放
さ
れ
る
意
味
を
込
め
て
い
る
と
考
え
る
。

　
そ
の
一
1
1
　
I
夫
婦
円
満
の
象
徴
で
あ
る
。
光
源
氏
の
生
涯
で
一
番
愛
し
た
女
性
は
紫
の
上
と

言
っ
て
い
る
読
者
が
た
く
さ
ん
い
る
が
、
た
く
さ
ん
の
女
性
と
関
係
を
持
っ
て
い
た
光
源
氏
と
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紫
の
上
の
仲
が
夫
婦

円
満
と
は
言
い
難
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
第
一
紙
の
下
絵
の
蝶
は
二
匹

で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
夫
婦
円
満
を
象
徴
す
る
場
合
重
要
な
の
は
1
l
匹
1
緒
に
行
動
す

る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
紙
の
下
絵
が
描
い
て
な
い
面
積
は
ま
だ
広
く
、
何
匹
で
も
描
け
る
が
、

描
か

ず
に
二
匹
の
み
を
描
い
た
の
は
偶
然
だ
と
考
え
に
く
い
o
夫
婦
円
満
で
は
な
く
で
も
、
二

匹
の
蝶
を
描
い
た
こ
と
に
こ
だ
わ
る
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
三

つ
の

可

能
性
か
ら
見
る
と
、
二
つ
の
蝶
文
様
は
偶
然
で
は
な
く
、
何
か
の
理
由
が
あ

る
の
で
描
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
一
つ
の
み
な
ら
ず
、
複
数
の
理
由
を
合
わ
せ

て
、
　
l
匹
の
揚
羽
蝶
と
一
匹
の
伏
蝶
を
描
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
蝶

の

数

「1

1」
に
注
目
し
た
い
。
他
の
理
由
と
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、
揚
羽
蝶
が
紫
の
上
で
あ
り
、

伏
蝶
が
光
源
氏
を
表
現
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
伏
蝶
が
光
源
氏
を
表
現
し
て
い
る
と
推
測

す
る
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
一
つ
目
は
夫
婦
円
満
を
表
現
す
る
た
め
に
、
光
源
氏
が
紫
の

上
の

最
期
に
ず
っ
と
傍
に
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
光
源
氏
の
死
を
予
言
し
た

可
能
性
も
あ
る
。
紫
の
上
の
死
去
後
、
光
源
氏
は
出
家
し
て
年
後
に
死
ぬ
こ
と
を
表
現
し
て
い

る
。
ま
だ
死
ん
で
い
な
い
の
で
、
舞
い
上
が
る
姿
を
表
現
し
て
い
る
揚
羽
蝶
で
は
な
く
、
止

ま
っ
て
い
る
伏
蝶
を
描
い
た
の
で
あ
る
。
蝶
文
様
は
伝
統
的
な
文
様
な
の
で
、
た
く
さ
ん
の
作

品
に
出
て
来
る
が
、
今
回
は
蝶
の
使
い
分
け
る
理
由
が
解
決
し
て
い
な
い
の
で
、
今
後
の
課
題

と
し
て
、
蝶
紋
の
使
い
分
け
る
理
由
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
最
後
は
巴
文
様
で
あ
る
。
巴
文
様
は
世
界
的
に
と
て
も
伝
統
的
な
文
様
で
あ
る
。
今
回
の
研

究
地
域
は
東
ア
ジ
ア
に
絞
り
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
は
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
巴
文
様
の
意
味
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
行
き
た
い
。

　
朝
鮮
半
島
の
巴
文
様
と
言
え
ば
、
今
の
韓
国
の
国
旗
「
太
極
旗
」
で
あ
る
。
李
氏
朝
鮮
で
使

用
さ
れ
た
太
極
旗
か
ら
、
国
旗
の
中
央
の
陰
陽
は
二
つ
巴
文
様
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
巴
に

一
個
ず
つ
眼
点
が
あ
る
。
蛇
に
象
っ
た
も
の
に
見
え
る
。
そ
も
そ
も
、
陰
陽
す
な
わ
ち
男
女
神

の

象
徴
と
し
て
蛇
を
使
用
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
で
、
一
番
有
名
な
の
は
韓
国
の

F太
極
旗
」
で
あ
る
が
、
日
常
生
活
に
巴
文
様
だ
と
言
え
ば
、
す
ぐ
に
「
太
極
旗
」
が
出
て
こ

な
い
。

　
中
国
の
巴
文
様
に
つ
い
て

　
『
説
文
解
字
』
に
は
以
下
の
通
り
に
記
し
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呑
徐
也
錯
指
日

　
　
　
轟
也
或
日
食
象
蛇
形
凡
巴
之
属
皆
皆
杁
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
一
伯
所
切
加

解
釈
は

虫
よ
、
象
を
食
べ
る
蛇
の
象
形
文
字
で
あ
り
、
中
国
で
見
え
て
く
る
の
は
、
周
時
代
か

ら
で
あ
る
。
周
時
代
の
虎
鉦
に
一
頭
巴
、
二
頭
巴
の
文
様
が
あ
る
。
中
国
青
銅
器
に
は
巴
文
様

と
見
ら
れ
る
文
様
が
す
で
に
あ
っ
た
。

　

日
本
の
巴
文
様
に
つ
い
て

　
靹

を
象
っ
た
文
様
で
あ
る
。
靹
絵
と
書
く
の
が
正
し
い
o
靹
は
日
本
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
た

武
具
で

あ
る
た
め
、
こ
れ
に
当
た
る
べ
き
漢
字
が
な
く
、
靹
の
字
は
日
本
の
文
字
で
あ
り
、
漢

字
典

に
は
見
当
た
ら
な
い
。
靹
を
意
味
し
、
水
の
渦
を
巻
く
形
が
巴
の
原
型
と
さ
れ
た
。
靹
以

外
、
勾
玉
、
月
、
動
物
の
牙
の
型
を
取
っ
た
も
の
な
ど
諸
説
が
あ
る
。
平
安
時
代
末
期
か
ら
、

公
卿
が
自
家
の
牛
車
に
目
印
と
し
て
図
様
を
つ
け
た
こ
と
か
ら
、
巴
文
様
は
家
紋
と
し
て
、
よ

v
使
用
さ
れ
た
。
日
本
で
現
存
し
て
い
る
最
古
の
巴
文
様
は
高
野
山
金
剛
峰
寺
収
蔵
の
「
聖
衆

来
迎
図
」
に
描
か
れ
て
い
る
中
太
鼓
の
剣
巴
文
様
で
あ
る
。

　
以
上
ア

ジ

ア

三

国
の
巴
文
様
の
歴
史
か
ら
見
る
と
、
巴
文
様
は
古
来
動
物
と
自
然
へ
の
尊
敬

を
形
に
し
て
、
祭
の
場
所
と
時
間
に
よ
く
使
用
さ
れ
、
神
の
化
身
と
言
っ
て
も
過
三
口
で
は
な

い
o
そ
し
て
、
四
つ
巴
が
「
卍
」
に
似
て
い
て
、
仏
教
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
卍
」

は

仏
像
の

胸
の
前
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
古
来
は
「
吉
祥
海
雲
」
と
解
釈
さ
れ
、
吉
祥
を
集
め
る

と
い
う
意
味
、
そ
し
て
悟
り
の
意
味
も
あ
る
。
生
前
紫
の
上
が
光
源
氏
に
何
回
も
出
家
の
願
い

を
申
し
た
が
、
ず
っ
と
許
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
、
死
去
し
た
紫
の
上
の
出
家
し
た
い
願
い
を

満
足

さ
せ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
紫
の
上
を
冥
土
へ
導
く
と
い
う
思
い
を

込
め

て

描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
は
巴
に
関
す
る
資
料
を
た
く
さ
ん
集
め
て
い
た
が
、
情

報
が
多
す
ぎ
て
、
理
想
的
な
結
論
は
出
せ
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
詳
し
く
調
査
し
て
行

V
必
要
が
あ
る
。

　
下
絵
の

蝶
、
巴
、
海
松
の
三
種
類
の
文
様
は
登
場
人
物
の
数
、
動
作
、
神
や
仏
、
出
家
ま
た
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魂

な
ど
と
の
か
か
わ
り
を
持
つ
物
で
、
死
、
解
放
、
来
世
を
暗
示
す
る
。
今
回
出
し
た
結
論
は

す
べ
て
主
観
的
な
結
論
で
あ
る
。
今
回
は
「
御
法
」
第
一
紙
だ
け
を
分
析
し
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
　
r
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
他
の
詞
書
の
下
絵
を
研
究
し
て
い
き
、
よ
り
詳
し
い
結
果
を
出
し
た

い
o

御
法
は
紫
の
上
の
死
を
描
く
場
面
で
、
そ
の
場
面
に
以
上
の
物
を
暗
示
す
る
文
様
を
描
く

こ
と
は
、
料
紙
が
文
章
と
関
係
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
下
絵
の
研
究
を
通
し
て
、
料
紙
も

物
語
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
後
の
工
程
　
巻
子
仕
立
て
は
今
回
の
現
状
模
写
の
制
作
の
中
で
葛
藤
し
て
い
た

部
分
で
あ
る
。
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
現
状
を
言
え
ば
、
各
段
に
切
断
さ
れ
、
桐
箱
に
収
め
ら

れ

て
、
巻
子
の
状
況
で
は
な
い
の
で
、
巻
子
仕
立
て
に
す
れ
ば
、
現
状
と
は
合
わ
な
い
。
し
か

し
、
保
存
修
復
の
創
作
作
品
と
し
て
、
今
回
制
作
し
た
作
品
の
今
後
の
保
存
方
法
を
考
え
る

と
、
巻
子
の
方
が
よ
い
と
判
断
し
た
の
で
、
巻
子
仕
立
て
に
し
た
。
偶
然
他
の
授
業
で
パ
ネ
ル

を
制
作
す
る
機
会
が
あ
っ
て
、
今
回
の
研
究
資
料
と
し
た
o
　
r
源
氏
物
語
絵
巻
」
御
法
の
詞
書

第
三
紙
の
試
作
を
パ
ネ
ル
に
し
、
最
後
額
装
に
仕
立
て
た
。

　
F
源
氏
物
語
絵
巻
」
は
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
に
徳
川
本
と
五
島
本
両
者
共
に
保
存
を
配

慮
し
切
り
離
し
、
額
装
に
改
め
た
。
あ
れ
か
ら
八
五
年
が
経
っ
た
。
今
後
改
め
て
「
源
氏
物
語

絵
巻
」
の
修
復
を
行
う
と
す
る
と
、
絵
巻
物
と
し
て
巻
子
本
に
仕
立
て
る
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
切
り
離
し
た
当
初
は
保
存
上
の
配
慮
か
ら
考
え
た
が
、
額
装
し
て
か
ら
八
五
年
間
が
経
っ

た
現
状
か
ら
見
る
と
、
額
装
は
幾
つ
か
の
利
点
と
欠
点
が
あ
る
。

　
利
点
一
、
横
折
れ
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
絵
巻
物
は
読
ま
れ
る
た
び
に
開
い
た
り
、
巻
き
戻

し
た
り
す
る
な
ど
の
作
業
を
繰
り
返
す
の
で
、
巻
子
の
中
央
部
分
を
手
の
力
、
湿
気
に
よ
り
、

横
の
雛
が
発
生

す
る
。
展
示
す
る
時
に
本
紙
に
触
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
横
雛
の
発
生
と
進

化
を
防
ぐ
た
め
に
、
額
装
し
て
、
常
に
平
面
の
状
況
を
保
つ
の
が
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。

　
利
点

二
、
展
示
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
巻
子
物
を
展
示
す
る
時
に
、
一
巻
の
中
に

展
示

し
た
い
部
分
が
複
数
存
在
す
る
場
合
は
、
す
べ
て
の
場
面
を
展
示
す
る
こ
と
が
難
し
い
o

額
装
に

す
れ
ば
、
展
示
す
る
時
に
展
示
し
た
い
部
分
だ
け
を
取
り
出
せ
る
の
で
、
展
示
し
や
す

V
な
っ
た
。

　
利

点
三
、
巻
子
物
を
開
き
、
締
め
る
た
び
に
本
紙
が
裏
打
ち
と
接
触
し
、
摩
擦
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
額
装
に
す
れ
ば
、
本
紙
と
裏
打
ち
紙
の
接
触
と
摩
擦
が
無
い
。
金
銀
箔
と
顔
料
が

摩
擦
に
よ
り
、
剥
落
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　
欠
点
一
、
本
紙
を
空
気
に
晒
す
こ
と
で
あ
る
。

　
巻
子
物
は
開
か
な
い
と
、
本
紙
が
空
気
に
晒
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
本
紙
の
劣
化
、
変
色
、

剥
落
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
し
た
通
り
、
現
存
す
る
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
現
状
を
見

る
と
、
絵
巻
の
保
存
状
況
は
良
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
「
源
氏
物
語
絵

巻
」
に
関
す
る
転
換
期
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
明
治
時
代
初
期
に
、
尾
張
徳
川
家
に
三
巻

強
、
阿
波
蜂
須
賀
家
に
一
巻
が
伝
来
し
た
o
旦
ハ
体
的
に
明
治
何
年
な
の
か
ま
だ
分
か
ら
な
い
。

二
つ

目
は
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
に
切
り
離
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
に
は
保
存
の
た

め
に
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
切
り
離
し
た
の
で
、
今
ま
で
の
八
五
年
間
に
美
術
館
に
保
存
さ

れ
、
本
紙
の
状
態
は
変
わ
ら
な
い
と
推
測
で
き
る
。
以
上
の
二
点
か
ら
見
る
と
、
「
源
氏
物
語

絵
巻
」
の
現
状
か
ら
見
ら
れ
る
傷
み
は
明
治
初
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
間
に
人
に
よ
り
発
生

し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
こ
う
見
る
と
空
気
に
晒
さ
す
こ
と
は
文
化
財
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
悪

影
響
が
あ
る
の
か
が
分
か
る
。
額
装
に
し
て
、
桐
箱
に
入
れ
て
も
、
安
定
し
た
温
湿
度
を
保
っ

て

も
、
常
に
紙
の
全
体
が
空
気
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
銀
の
硫
化
が
止
ま
ら
ず
進
ん
で

行

v
o

　
欠
点
二
、
紙
が
常
に
緊
張
し
て
、
引
っ
張
ら
れ
る
。

　
r
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
現
状
の
額
装
の
仕
組
み
が
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
普
通
の
額
装
の
よ

う
に
六
、
七
層
の
和
紙
が
貼
り
付
け
て
あ
る
と
は
見
え
な
い
。
和
紙
は
温
湿
度
に
よ
り
、
伸
び

た
り
縮
ん
だ
り
変
化
す
る
が
、
桐
の
板
は
そ
ん
な
に
変
化
し
な
い
。
和
紙
が
な
け
れ
ば
、
極
度

の

温
湿
度
の
変
化
に
あ
っ
た
場
合
は
、
紙
の
膨
張
と
縮
小
を
生
じ
、
伸
縮
を
防
ぐ
た
め
の
ク
ッ

シ

ョ
ン
が
な
い
の
で
、
本
紙
が
破
裂
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
利
点
と
欠
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
は
国
宝
と
し
て
、
展
示
す

る
義
務
が
あ
る
。
し
か
も
、
現
在
の
国
民
は
現
状
の
切
り
離
し
た
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
に
慣
れ

た
の
で
、
も
し
将
来
修
復
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
額
装
は
一
番
良
い
表
装
方
法
と
考
え
る
だ
ろ
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う
。
し
か
し
、
今
の
額
装
よ
り
、
保
存
額
装
に
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
額
装
と
は
、
具
体
的

に
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
生
じ
る
作
品
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減
化
す
る
額
を
作
る
こ
と
で
あ

る
。
保
存
額
装
し
た
上
で
桐
箱
に
入
れ
て
、
光
と
空
気
を
遮
断
す
る
こ
と
に
す
る
。
同
時
に
現

存
す
る
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
全
て
現
状
模
写
し
て
、
巻
子
仕
立
て
し
て
、
一
つ
の
資
料
と
し

て

展
覧
会
の
と
き
に
額
装
の
本
物
と
一
緒
に
展
示
し
、
来
観
者
に
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
本
来
の

姿
を
見
せ
る
。
修
復
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
う
I
つ
す
べ
き
こ
と
は
精
密
調
査
を
行
う
こ
と
で

あ
る
。
調
査
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
、
完
壁
な
復
元
模
写
を
制
作
す
る
。
展
覧
会
の
と
き
に
三

点
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
一
緒
に
展
示
す
る
の
は
一
番
理
想
的
な
展
示
方
法
で
あ
り
、
国
宝

の

過
去

と
現
在
を
国
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
も
学
芸
員
、
文
化
財
関
係
者
の
理
想
の
一
つ
と

考
え
て
い
る
。

結
論
　

　
今
回
は
初
め
て
書
跡
の
模
写
を
行
っ
た
が
、
参
考
資
料
と
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
に
関
す

る
資
料
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
少
な
く
、
半
分
程
の
資
料
を
作
品
の
制
作
に
反
映
さ
せ

た

に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
制
作
の
進
行
と
共
に
新
た
な
問
題
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
。
先
ほ

ど
制
作
に
関
す
る
反
省
す
べ
き
こ
と
を
大
き
く
1
1
つ
挙
げ
た
が
、
他
に
も
ド
ー
サ
液
の
濃
度
、

ニ

カ
ワ
と
フ
ノ
リ
の
比
率
、
刷
毛
の
種
類
な
ど
細
か
い
用
旦
ハ
用
材
も
改
め
て
調
整
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
新
潟
大
学
永
吉
秀
司
准
教
授
の
現
状
模
写
の
方
法
に
少
し
異
論
を
唱
え
た
が
、
古

典
を
模
写
す
る
意
味
に
つ
い
て
の
思
い
に
賛
成
す
る
。
『
新
潟
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
第
4

巻
　
第
2
号
』

に
以
下
の
通
り
に
記
し
て
あ
る
。

　
　

そ
れ
は
美
術
品
の
制
作
に
お
い
て
、
模
写
・
模
造
こ
そ
が
創
造
を
生
み
出
す
原
点
で
あ

　
　
り
、
古
典
の
再
生
を
も
た
ら
す
原
動
力
と
な
っ
て
き
　
た
か
ら
で
す
。
（
「
五
島
本
「
源

　
　
氏
物
語
絵
巻
夕
霧
詞
書
第
一
紙
第
二
紙
」
現
状
模
写
‥
美
術
の
制
作
手
法
に
お
け
る
一
考

　
　
察
」
1
1
1
　
1
0
ペ
ー
ジ
）

　
　
原
画
の
精
神
世
界
を
原
画
に
復
元
す
る
技
術
力
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
深

　
　
い
感
性
や
、
造
形
力
、
表
現
技
術
を
以
て
当
た
る
と
、
優
れ
た
模
写
が
出
来
上
が
る
。
そ

　
　
の
結
果
が
、
原
画
の
持
っ
て
い
る
芸
術
性
を
写
し
取
り
、
再
現
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
v

　
　
る
。
（
同
l
1
1
1
0
ペ
ー
ジ
）

私
が
考
え
る
模
写
の
必
要
性
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
一
つ
目
　
文
化
財
の
保
存
・
修
復
と
博
物
館
の
展
示
の
観
点
か
ら
考
え
る
こ
と

　
こ
の
観
点
か
ら
見
る
模
写
作
品
の
制
作
は
簡
単
に
い
う
と
コ
ピ
ー
を
制
作
す
る
こ
と
で
あ

る
。
文
化
財
の
保
存
・
修
復
を
考
え
る
と
、
現
状
の
段
階
の
記
録
と
し
て
、
模
写
し
て
お
い

て
、
今
後
＝
疋
の
期
間
を
お
い
て
模
写
し
た
も
の
と
本
物
を
比
較
し
、
作
品
の
傷
み
の
進
み
具

合

を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
前
に
す
こ
し
書
い
た
通
り
、
模
写
作
品
は
教
育
の
役
割
も
あ

る
。
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
よ
う
な
本
来
の
形
を
失
っ
た
書
跡
を
本
来
の
形
に
戻
し
、
展
示
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
指
定
さ
れ
る
文
化
財
の
展
示
期
間
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

模
写
の

作
品
は
本
物
の
替
わ
り
に
、
館
外
の
展
覧
会
に
貸
出
で
も
で
き
る
。
本
物
の
展
示
期
間

を
増
や
さ
ず
に
、
世
間
に
も
っ
と
こ
の
文
化
財
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
国
民
の
望
み
で
も
あ

り
、
文
化
財
関
係
者
と
学
芸
員
の
仕
事
で
も
あ
る
。

　
二
つ
目
　
本
物
の
感
性
、
造
形
力
、
表
現
技
術
と
時
代
背
景
の
研
究
の
観
点
か
ら
考
え
る
こ

と　
現
代
は

カ
メ
ラ
と
顕
微
鏡
な
ど
機
械
の
技
術
が
発
達
し
、
物
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
が
と
て

も
簡
単
に
な
っ
た
こ
と
で
、
機
械
に
よ
っ
て
、
作
品
の
内
部
、
繊
維
ま
で
見
ら
れ
、
数
値
と
画

像
を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
完
全
に
同
じ
物
を
制
作
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
模
写
す

る
対
象
は
作
品
自
体
と
い
う
よ
り
も
、
本
当
に
模
写
す
べ
き
も
の
は
、
原
作
者
の
技
法
・
理
念

と
芸
術
性
で
あ
る
。

　
文
化
財

を
模
写
す
る
こ
と
は
意
臨
と
背
臨
に
似
て
い
る
。
本
物
に
近
づ
く
た
め
に
不
断
の
研

究
が
必
要
と
な
る
。
一
つ
の
模
写
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
に
お
け
る
見
え
な
い
地
道
な
研
究

は
模
写
制
作
す
る
こ
と
よ
り
重
要
で
あ
る
。
機
械
で
取
っ
た
デ
ー
タ
と
画
像
は
参
考
資
料
と
し

て
、
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
い
い
。
し
か
し
、
模
写
作
品
に
替
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
今
回
の
模
写
制
作
を
機
会
と
し
て
、
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
御
法
の
詞
書
の
模
写
方
法
、
及
び
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書
跡
文
化
財
の
表
装
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
た
。
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
御
法
詞
書
第
一
～
第

三

紙
の
模
写
制
作
を
例
と
し
て
挙
げ
れ
ば
、
本
来
の
形
と
な
る
巻
子
装
と
現
状
の
額
装
と
い
う

二
つ
の
表
装
の

形
に

す
る
と
、
現
段
階
の
記
録
と
な
り
、
表
装
の
形
式
に
よ
っ
て
銀
箔
の
硫
化

進
度
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
美
術
手
法
で
詞
書
の
現
状
模
写
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
料

紙
か

ら
制
作
し
た
模
写
作
品
が
本
物
の
詞
書
の
状
況
に
近
く
な
る
。
今
後
の
保
存
・
修
復
に
役

立

つ
模
写
作
品
に
な
る
。
し
か
し
、
美
術
手
法
の
工
程
を
全
て
否
定
す
る
こ
と
で
は
な
い
、
裏

彩
色
の
手
法
は
料
紙
の
配
色
の
深
み
と
複
雑
さ
を
表
現
で
き
る
の
で
、
今
後
の
模
写
作
品
に
試

す
価
値
が
あ
る
。
今
回
未
解
決
の
問
題
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
書
道
な

り
の
模
写
方
法
を
確
立
し
、
書
跡
文
化
財
の
模
写
を
普
及
し
た
い
。
（
徳
川
美
術
館
で
は
、
平

成
二
十
四
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
、
国
庫
補
助
金
に
よ
る
支
援
も
受
け
な
が
ら
、
巻
子
装
に
修

理
し
た
o
）
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